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※１：表記の数値はＥＮ基準に基づいた、壁内可燃物の低温炭化防止の為の離隔距離。

※３：表記の数値はアンデルセンチムニー純正二重断熱煙突を使用した場合に限る。
※２：本体離隔距離と煙突離隔距離を比較して最大値を採用すること。

本体前方と可燃物（家具など）との離隔距離は１０００ｍｍ以上とすること。

炉台レベル

※７：表記の数値はアンデルセンチムニー純正背面出直上げ部材を使用の場合の離隔距離。

※６：壁面から本体ヒートシールド延長線とトッププレート側面最大幅部分の接線との
　　　交点までの距離。

※５：壁面に対して４５°の角度で設置した場合の距離。

炉台レベル
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◇本体から設置壁までの離隔距離寸法（ｍｍ）
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※４：不燃壁とはコンクリートの打放し等、不燃材のみの壁。
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炉台（ステージ）範囲寸法
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可燃壁

煙突離隔距離

［上抜］ ［後方壁抜］

※二重断熱煙突の場合は、インナー筒から
　１５０ｍｍ以上とすること。

※アンデルセンチムニー純正
　背面出直上げジョイントを
　使用の場合。

後方壁抜きは二重断熱煙突に限る
上記数値は可燃壁の場合とする

壁仕上

参考値ＥＮ認定値
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